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十勝岳でのGREATEM探査

GREATEM survey in Tokachidake Volcano
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GREATEM探査は2-3km長の地上電気ダイポールをソースとし、ヘリコプターから吊るしたバー
ドの中に置いた3成分磁力計を受信機として用いる。地表ソースを用いると、大きなモーメント
ソースを印加でき、大きな送受信点間距離をとれるので、深い可探深度が取れるが、一方測定可
能範囲は限られる。他の利点として、測定高度の影響が少ないことや高い高度での安全な測定が
可能である。データは時間領域で記録され、送信電流遮断後に大地中に流れる渦電流により誘導
される磁場の生時系列データが与えられるので、ノイズフィルターを容易に導入できる。
GREATEM探査は、深部構造探査に使われる電磁探査法の一つであるLOTEM法(Struck, 1992)
の空中探査版と考えられる。
GREATEM探査は2009年9月に十勝岳火山で実施された。十勝岳火山は、北海道中央高地にある
大雪―十勝火山列の南西端に位置する。勝井(1990)によれば、噴出物質や噴火物は噴火史によっ
て特徴づけられ、古期、中期、新期グループとされる３つの時間的グループに分類される。十勝
岳はこれまでに240BC、1640、1857、1887、1926、1989年に噴火している。GREATEM探査に
より得られた比抵抗構造によると、新しい溶岩や火山噴出物は高比抵抗であり、古い噴出物は低
比抵抗を示す。10オームメートル以下の非常に低い比抵抗層が火山の麓に分布しており、この層
は塩類を含む地下水層と考えられる。火口の下に見られる低比抵抗層は熱水循環ゾーンと対応し
ているのであろう。
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